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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員  加藤 太郎 

日 時 令和３年６月１５日（火曜日） 
開 議   午後 ３時 ５０分 

閉 議   午後 ４時 ０３分  

出席委員 
◎木曽 ○西口 三上 大塚 山本 松山 菱田 

＜福井議長＞＜小川副議長＞ 

執行機関 

出席者 
 

事務局 

出席者 
山内事務局長、井上次長、加藤副課長、熊谷総務係長、佐藤主任 

傍聴 可 市民１名 報道関係者０名 議員２名（冨谷、小松） 

会 議 の 概 要 
 

１５：５０ 

[木曽委員長 開議] 

 

１ ６月１７日本会議の議事について 

[事務局長 説明] 
＜木曽委員長＞ 

 ６月１７日の追加議案はない。質疑の通告もなかった。議事日程と付託表

については、このとおりでよいか。 

―全員了―  
 

２ 陳情・要望について 

（１）緊急事態宣言下での子育て支援施設の開館についての陳情 

（２）非核・平和施策に関する要望書 

 [事務局長 説明] 
＜木曽委員長＞ 

 （１）緊急事態宣言下での子育て支援施設の開館についての陳情について

は、環境市民厚生常任委員会、（２）非核・平和施策に関する要望書につ

いては、総務文教常任委員会に送付することでよいか。 

―全員了― 

 

３ その他  
（１）意見書等提出期限  ６月２２日（火）委員会終了時 

（２）討論通告期限      ２４日（木）16:00 

（３）当面の会議予定 

[事務局長 説明] 

＜木曽委員長＞ 

 ６月議会最終日、２５日午前１０時からの本会議で予算議案が追加提案さ

れるが、その内容について、２２日の産業建設常任委員会で事前説明され

ると聞いている。十分説明を聞いていただいて最終日に備えていただきた
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い。日程等はこのとおりでよいか。 

―全員了― 

 

＜木曽委員長＞ 

最後に、広報広聴会議の活動について、三上委員から報告がある。 

＜三上委員＞ 

広報広聴会議の副委員長として、広聴部会の取組について報告させていた

だきたい。現在のコロナ禍において、なかなか広聴活動ができない状況で

あるが、何とかして市民の意見を広聴していきたいとの思いから、安全対

策を期した上での街頭アンケートを予定しており、議会運営委員会の合意

を得て実施したいと思っている。質問項目については、とりわけコロナに

関連したワクチン接種等にポイントを絞ったものとして、有効な聴き取り

ができれば、今後の広聴活動にも生かしていきたい。 

＜木曽委員長＞ 

 緊急事態宣言が解除された後に実施することでよいか。 

＜三上委員＞ 

そのとおりである。 

＜木曽委員長＞ 

 広報広聴会議の広聴部会において、街頭アンケートにより市民から意見聴

取したいとの申し入れであるが、そのとおり取り計らうことでよいか。 

―全員了― 

＜木曽委員長＞ 

 緊急事態宣言が解除された後に、まん延防止等重点措置が実施される場合

も考えられる。十分に感染対策と取っていただいて、市民から批判のない

ような形で活動するようお願いする。 

＜三上委員＞ 

承知した。広報広聴会議の平本委員長と赤坂副委員長（広聴部会長）に伝

える。 

 

   散会 １６：０３ 


